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要旨
　今日の日本語教育の多様化を受け、様々な学習諸条件の違いに対応でき、効果的なカリキュラムの立案、適
切な教材の開発や教授法の選択が行える、実践的な日本語教員の養成を目指すために、本学は中国淮北師範大
学と連携し、日本語教育短期研修プログラムを作成した。従って、本研究は中国淮北師範大学の日本語教員が
長崎短期大学設置の日本語関連科目への授業見学・参加などを行い、教材作成・教授方法・評価方法などを実
習することによって、日中日本語教育を比較することを目的とするものである。
キーワード
日本語教育、日本文化、言語の四技能
Ⅰ． はじめに
　2013 年 10 月 30 日、長崎短期大学国際コミュニケーション学科と中国淮北師範大学日本語学科と学術・教
育交流に関する協定をした。協定の第 1 条（双方は相互尊重、平和互恵、友好協力の原則をもって、次の事項
についての実施と発展に努力する。①教員の交流、②学生の交流、③留学生の派遣、④学術資料、刊行物およ
び学術情報の交換。）に基づき、本学は淮北師範大学から日本語教員の派遣依頼要請を受け入れた。その結果、
中国側の教員李婷（淮北師範大学日本語学科学科長・講師）と李欣（同大学日本語教員・助教）2 名が 2014 年
7 月 8 日から 7 月 31 日までの約 3 週間にわたって、本学における日本語教育研修をした。以下の表 1 に中国側
教員が参観した授業のスケジュールを示した。表1からも分かるように、参観した授業は、主に国際コミュニケー
ション学科留学生１年生中級クラスであった。そして、その他に国際コミュニケーション学科留学生２年生お
よび食物科留学生１年生の授業もそれぞれ担当教員の協力を得て参観した。
　また、日本人学生との合同授業「多文化コミュニケーション」を参観することによって、国際コミュニケーショ
ン学科の特徴である日本人と留学生との積極的交流によるアクティブラーニング授業も体験し、さらに、本学
の建学理念を具現化した「茶道文化Ⅰ」の授業にも参加したため、中国側教員にとっては本当に多忙な毎日で
あった。本論文のタイトルに含まれる「日中日本語教育の比較」という面からだけ考えれば、参観する授業の
数をもっと絞っても良かったのかもしれないが、日本側教員（小嶋、章）は、本学の日本語教育の面だけでは
なく、「長崎短期大学全体の留学生教育」を中国側教員に知ってもらうことが重要であると考え、このような
過密な参観スケジュールとなった次第である。
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表 1　中国側教員日本語教育研修時間割
曜日 1 限（9:10-10:40） 2 限（10:50-12:20） 3 限（13:10-14:40） 4 限（14:50-16:20）
月
科目名 日本語表現 B Ⅰ 文書資料講読Ⅰ
担　当 小　嶋・章 冨　場
学　年 （国コミ） 1 年生 （国コミ） 2 年生
クラス 合同（初級・中級） 中級
火
科目名 日本語 A Ⅰ 日本語 B Ⅰ 日本語表現法 A Ⅰ 日本語 A Ⅲ
担　当 山　下 内　山 鶴　岡 藤　原
学　年 （国コミ） 1 年生 （国コミ） 1 年生 （国コミ） 1 年生 （食物） 1 年生
クラス 中級 中級 中級 初級
水
科目名 日本語 A Ⅳ 日本語 C Ⅰ 総合ゼミⅠ 日本語教授法Ⅰ
担　当 藤　原 小　嶋 冨　場 小　嶋
学　年 （食物） 1 年生 （国コミ） 1 年生 （国コミ）2 年生 （国コミ）1 年生
クラス 初級 中級 合同（初級・中級） 合同（日本人２年生と）
木
科目名 日本語 D Ⅰ 日本語 E Ⅰ 日本事情Ⅰ
担　当 冨　場 西　野 中　里
学　年 （国コミ）1 年生 （国コミ） 1 年生 （国コミ） 1 年生
クラス 中級 中級 中級
金
科目名 日本語 A Ⅶ 多文化コミュニケーション 日本文化論Ⅰ 茶道文化Ⅰ
担　当 藤　原 牟田・小松・冨場・小嶋・章 小　嶋 濱田・冨場・小嶋
学　年 （食物） 1 年生 （国コミ） 1 年生 （国コミ） 1 年生 （国コミ） 1 年生
クラス 初級 合同（日本人１年生と） 中級 合同（初級・中級）
授業参観後の集合写真（2014 年 7 月 25 日撮影）
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Ⅱ．日中日本語教育の比較
1．考察①（李　婷）
　日中の現行の日本語教育はいろいろな違いがあると思う。ここで、淮北師範大学の一年生と長崎短期大学の
外国人新入生を対象に、双方の日本語教育を比較して、それぞれの特色をまとめてみたい。
　まずはカリキュラムの違いである。今、淮北師範大学の日本語科では一年生に、「精読」、「会話」、「ヒアリング」
などの課程を開設している。その内、主に語彙、文法、読解について詳しく説明する「精読」は週に 8 時間、
学生に口語の能力を向上させる「会話」は 4 時間、聞き取りの能力を向上させる「ヒアリング」は 2 時間であ
る。中国ではこのようなカリキュラムが一般的であり、学生の日本語総合能力を養成することを目標としてい
る。時間割から見れば、語彙、文法、読解などが最も重視され、口語がその次になり、ヒアリングの練習は少
ないということが分かる。確かに、語彙、文法、読解などの基礎的な知識の学習は会話やヒアリングなどの実
際運用能力を養う前提となる。しかし、現在、中国大学での「会話」と「ヒアリング」の授業時間は、「精読」
などより少ないため、学生たちの会話力と聴解力も比較的に弱い。ところで、長崎短期大学において、外国人
新入生向けの日本語の授業は「日本事情」、「日本文化論」、「日本語表現法」、「日本語 A,B,C,D,E」などがあり、
日本文化の重要性を強調するカリキュラムとなっている。語彙、文法、読解、口語、聴解などの科目に関しては、
中国のほうが充実していると感じた。そのため、短大の学生の文法能力が少し欠けているが、言語の運用力が
淮北師範大学の学生より高いと思う。従って、日本文化や聴解の科目をもっと充実するために、中国国内の日
本語学科のカリキュラムを調整する必要があると思う。
　そして、両校の教材の選択について比較をしてみたいと思う。一般的に言えば、中国では、特に一年生向け
の授業で、担当教員はいつも系統的に日本語の文法や語彙について詳しく説明する「固定的教材」を選定する。
「固定的教材」については、徐一平も次のように述べた。「（前略）だとしたら、固定的教材を使って、流動的
な日本文化との自分なりの付き合い方を学習者に身につけてもらうことはできないだろう。」（2012 年 :29 頁）
例えば、現在、淮北師範大学の「精読」の教材は『新編日語』（2008 年出版）である。この教材は文法につい
ての説明が非常に分かりやすいが、内容がやや古く、日本文化に関するものも少ない。中国では、初心者向け
の授業の教材選択はあまり日本文化の導入を考慮していない。しかし、外国語を学ぶ時、言語知識を学習する
だけでなく、その国の文化的背景を理解する必要があると思われるため、中国の日本語教材に日本文化を導入
するべきである。一方、短大の教員たちはたいてい自分でプリントを作って、テキストとして使ったり、録画
した番組を学生に見せたりしている。その内容は日本人の挨拶、風俗習慣、宗教習慣、政治、地理など、日常
生活に密接に関係があるものが多い。ここで、短大のテキストの一例を挙げてみよう。
家族のみんな：「わ～～っ！！桜が満開！きれいだね。」
さしみ（母親）：「お花見しながらのビールはおいしいわ。」
きなこ（長女）：「あ、お母さんほっぺが桜色だよ。」
ジャーキー（留学生）：「桜色ってなんですか。」
ひじき（長男）：「この桜みたいなピンク色ってことだよ。」
ジャーキー：「へえ～～、綺麗な言い方ですね。」
ひじき：「そういえば、ピンク色をしてるものに桜をつけて呼んだりするよね。」
おはぎ（祖母）：「ああ、桜貝とか桜えびとかね。」
きなこ：「ねえ、馬の肉のこと桜肉っていわない。」
ひれかつ（父親）：「うん、肉の色がピンク色なんだよ。」
きなこ：「え～～！あたし見たことないなあ。」
おはぎ：「スーパーじゃめったに売っていないからね。」
せんべい（祖父）：「わしは桜肉より桜餅のほうがいいねえ。」
ジャーキー：「お爺さん、桜の葉っぱまで食べちゃいましたよ～～！！」
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さしみ：「大丈夫、その葉は塩漬けにしてあって、食べられるのよ。」
　『マンガで学ぶ　日本語表現と日本文 - 多辺田家が行く』（2009 年 :24-25 頁）
　日本語の初級学習者にとって、桜が昔から日本人にこよなく愛されていることはよく知られているが、桜が
日本人の生活の中でどんな役割を果たしているのかについてはよく知られていない。この会話の学習を通して、
桜の文化的意義をよく理解することができると思われる。例えば、桜満開の時、日本では家族が一緒に花見に
行く習慣があること。桜が好きなので、桜を使った色々な言葉が生まれたこと。そして日本人が桜を観賞する
だけではなく、桜を食材として料理を作ることなど。テキストの内容は非常に面白く、日本文化に関する情報
量も多いため、学習の主体としての学生たちの勉強意欲を高めることができると思う。
2．考察②（李　欣）
　「基礎日本語」は大学と高等専門学校の日本語科で仮名から勉強し始める一年生と二年生を対象とする課程
であり、日本語関連科目の中で、授業時限が最も長く、学習する語彙・文法も最も多い課程である。学生の到
達目標は日本語に関わる基本的な知識を身につけ、「聴く、話す、読む、書くおよび訳す」能力を備える上に、
日本語を運用できることである。また、「基礎日本語」は高学年段階における日本語学習の土台として、日本
語科の専門教育ではかなり重要な役割を果たしている。良き教え方は学生の日本語に対する興味を育てるだけ
でなく、積極性も呼び起こすことができる。しかし、今の淮北師範大学の日本語教育は、語彙・文法を中心と
する知識の教え込みを重んじ、総合能力の育てを軽んずるという不足点がある。よりよい教学効果を収めるた
めに、以下のように淮北師範大学における「基礎日本語」の教育現状を分析し、日本語の教授法を検討してい
きたい。
　淮北師範大学で「基礎日本語」は二つの学年に分けられ、第一学年の学習時限が 272 時限、第二学年が 288
時限で、合計 560 時限である。教育省（中国の文部省）の『日本語教育指導要綱』に従い、次の五つの学生到
達目標が立てられた。
① 習う語彙数は、第一学年が約 3000、第二学年が約 5600 に達すること
② 約 700 の基礎文型を理解し、場面に応じて使用できること
③ 日本語の発音の規則と特質および文の構造の特徴を理解できること
④ 日本人の日常会話と日本の文化風俗をよく理解できること
⑤ 聴く、話す、読む、書く、訳すの五技能を身につけること
　ところで、以上の到達目標に従って授業を行っていたが、今まで様々な不足点が存在している。まず、「聴く」
の面では、91%の聴解内容が教科書のものと能力試験に関わっているため、形式も内容も単純である。「話す」
の面では、ほとんどの学生はあまり日本語で話さないか、たまに授業の発表の時にしか日本語を使わない。積
極的に日本語を使いたいという学生がいても、あまり日本語で交流できる機会がないのも現状である。「読む」
の面では、70%近くの学生が読む内容はほとんど教科書の文章であり、教科書以外のものと日本語に関わる新
しい情報にはあまり触れていない。「書く」の面では、学生の書くものの 90%が宿題である。このような現状
から見れば、淮北師範大学の日本語教育に総合能力の養成を軽んずる不足点があることが明らかになった。こ
のような教育方式を受けた学生は、「読む」と「書く」のほうが上手であるのに対して、「聴く」と「話す」の
ほうが苦手である。
　今回の長崎短期大学での研修期間において、「基礎日本語」に相当する留学生の「日本語」という授業を見
学した。以下のように双方の比較をしていきたい。まず、中国では授業が始まると、すぐ本題に入るのは一般
的である。これに対して、長崎短期大学では、授業の最初の十分間は留学生と世間話をしたりするのである。
内容は主に「昨日何をしましたか」、「今朝何時に起きましたか」などのようなやさしい会話である。このよう
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な導入があれば、学生たちも受講状態になりやすく、よりよい効果を収めることができると思われる。これから、
これを「基礎日本語」に生かしてみようと思う。最初の十分間を充分に利用して、学生と簡単な会話をしたり、
学生に発表をさせたりすることを試みたい。こうすれば、学生たちの「聴く」と「話す」能力も向上すること
ができると思われる。
　また、現在、淮北師範大学の「基礎日本語」の授業では、教科書だけを使いながら単語と文法を順番に教え
ていく。単語は説明がメインで、関連の練習が少ない。文法の練習方法は、ほとんど中国語を日本語に訳する
ものである。長崎短期大学の「日本語」授業では新しい単語を説明する時に関連する単語も学生たちに紹介し、
練習させる。学生たちも短時間でより多くの単語を覚えることができる。また、授業中、よくマルチメディア
や絵・写真などの資料を利用している。たとえば、「～てもいいですか」という文法を説明する時に学生たち
に絵を見せながら文を作らせる。こうすれば、学生たちにも興味を持たせることができるのである。
　そして、長崎短大の留学生対象の授業では、教員たちが日本語をゆっくりと話しながら、身振り手振りで説
明をしている。留学生たちはあまり日本語ができなくても、先生の動作を見て意味を理解できるのである。こ
れに対して、淮北師範大学ではほとんど中国語で単語と文法を説明している。今後、授業でできるだけ日本語
を使い、身振り手振りの説明も試してみたいと思う。
3．考察③（小嶋、章）
　日本人学生たちに中国の日本語教育現状の一端を知ってもらうため、中国側教員にワイホク師範大学外国語
学院日本語科で行われている日本語教育についてのプレゼンテーションを依頼した。下はその中のスライドの
１枚の内容で、卒業論文の要旨の一部である。
「『となりのトトロ』から見る日本の癒し文化」論文要旨
　近年、「癒し系」という言葉が非常に人気がある流行語になっている。音楽、文学、美術など各領域に広がり、
特にアニメでその傾向が著しい。アニメといえば、宮崎駿のアニメといわなければならない。日本文化にも疑
いなく影響を与えている。彼の全ての作品は自らの存在価値を持っている。
　宮崎駿のアニメの中に癒し系という最近表れた新しい文化がよくみられる。そういう新しい文化は人の心に
穏やかな感じを与えている。この論文はまず「癒し系」という概念を簡単に紹介する。次に「となりのトトロ」
を例として、「癒し系」という文化現象を論じる。主に「となりのトトロ」の登場人物、内容及び画面を分析して、
癒し系文化を研究する。最後に癒し系文化の流行の現状を説明する。今後はより多くの作品を研究して、また
は宮崎駿のアニメの中に癒しを表現することに力を入れたいと思う。
　このスライドを含むワイホク師範大学の日本語教育のあり方を見て、本学の学生たちがどのように感じたか、
最も典型的な意見を述べているもの２編の抜粋を以下に示す。
学生 1（M.M.）
　（前略）日本といえば多くの外国人はアニメを思いつくと思うが、中国ではアニメの他にも歌やドラマが日
本文化としてあり嬉しかった。また、卒業論文を日本に関するテーマのもと、全て日本語で書かなければ卒業
できないと聞いて驚いた。日本語を勉強するのも大変だと思うのに、さらに日本について調べてまとめる作業
を考えるととても難しいと思った。癒やし系の文化はバブルが崩壊してから流行したということを今日初めて
知った。私たちが生まれる前ごろからバブルは崩壊し今までの 20 年間不景気が続いていた。（中略）私にとっ
ては当たり前の文化だと思っていたので、今日知ることができてよかった。（中略）私も中国の文化について
知りたくなりました。
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学生 2（J.N．）
　今日の話を聞いて一番印象に残った事は（中略）卒論の内容である。その中でも日本語の授受動詞構文の意
味の分析という題名の論文は、私達日本人にも大変むずかしい言葉で書かれており、相当勉強をされたのだろ
うと思った。文化の違いにより、何かを断る時「遠回しのことわり」文句は、どうしても外国人は理解ができ
ないという。勉強としての言語は習得できても、その国独特の文化からくることばは、なかなか理解すること
は困難なのだなと思った。（後略）
Ⅲ．おわりに
　どのような教育方法にも当てはまることだが、自分たちにとって当たり前の方法だと思っていたことが、そ
の良さを指摘されてあらためて見直すきっかけもあれば。その逆の場合もある。
　前述したように、中国側教員からの本学の日本語教育に対する感想をまとめると次のようになる。
　「長崎短期大学の日本語の授業は『日本事情』『日本文化論』などがあり、日本文化の重要性を強調するカリキュ
ラムになっている。語彙、文法、読解などの科目は中国の方が充実している。短大の学生の日本語文法能力は
少し欠けているが、言語の運用能力は淮北師範大学の学生より高いと思われる。」
　この感想から読み取れることは、中国の第二言語習得の方法は、「一昔前の日本の英語教育に似ている面が
ある」ということである。つまり、「聴く・話す」という実際の生活の中での運用能力よりも、「読む・書く」
という能力の方を重視しているということだ。このことは、中国側の学生のスライドからもわかるように、そ
の日本語の作文（卒業論文の一部）力はきわめてレベルが高く、文法的にも内容的にも日本人学生が書いたも
のと比べて遜色のないものである。
　けれども、中国側教員によれば、これほどの作文力がありながら、淮北師範大学学生たちの聴解力・会話力
はあまり高いとは言えず、かえって、本学の留学生たちの方が全般的な日本語レベルは低くても、その運用能
力は高いように思えると述べている。「聞く・話す」力と「読む・書く」力のどちらが重要かは、それぞれの
目的によって違う。しかし、少なくとも実際の社会に出たときに、相手とのコミュニケーションとして、まず
必要なのは「聞く・話す」力の方である。したがって、中国側教員からのこの指摘は、「最近の留学生たちの
日本語力は、年々落ちてきている」といつも感じていた筆者ら日本側教員たちにとって、本学の日本語教育の
方向性は間違ってはいない、という自信を抱かせてくれるものであった。
　とは言え、やはり「読む・書く」能力を向上させることは、日本語教育の到達目標の最重要課題である。そして、
ここで、キーワードとなるのが「日本文化」である。日本人学生たちは、ほとんどの感想の中で「中国人学生
の日本語文法能力、作文力の高さ」について言及している。その上で、さらに「彼らの日本文化に対する理解
の深さ」にも触れているのだが、中国側教員の立場からは、それでもまだまだ淮北師範大学の学生たちは日本
の文化に対する理解が足りないと感じ、カリキュラム上でも指導時間が不足していると述べている。
　どのような言語であっても、言語は言語だけで存在しているわけではない。それを使用する人々が存在し、
その人々の背景にその人々の暮らしや風土が存在する。それらのすべてが使用される言語の中にまとわりつい
ているのである。日本人が「桜が満開！きれいだね。」と言う時、それを文法的に解釈し発音することは簡単
である。しかし、中国側教員が指摘するように「日本での桜の文化的意義」を理解していなければ、この発言
の本当の意味を理解したことにはならないだろう。そして、その意味を理解することによって、さらにまた学
習意欲が高まるのである。
　このように、今回の中国人教員との約１ヶ月間の日本語教育交流を通じて得た最大の収穫は、われわれ日本
語教育に携わる者にとって、「文化の裏付けのある言語習得はきわめて重要である」というコンセンサスを得
たことである。次年度以降もこの交流を続けていく予定であるが、筆者らは、両国の学生たちにとって日本語
教育の「最良の」方法を求めて常に努力する姿勢を忘れないという気持ちをあらたに持ったことを確認した。
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